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Abstract
The purpose of this study is to verify the learning outcomes and learning process 
of educational program for outdoor sports. This program consisted of mountaineering 
and kayaking, and for about six months, there were on-campus classes, day trips, and 
training camps. Through quantitative evaluation and qualitative evaluation, we verified 
the skill acquisition of students and changes in their willingness to practice. As a result, it 
became clear that basic skills were fully mastered in both mountaineering and kayaking. 
A qualitative survey showed that changes in willingness to practice may be affected by 




















































































































3 5月  8日 登山の基礎②：行動計画の作成
4 5月15日 登山の基礎③：ナビゲーション（読図とコンパスワーク）
5 5月22日 日帰り実技（登山）のふりかえり、合宿（登山）の与件の提示
6 5月29日 合宿の計画①：グル プーワーク（登山における山域・行程の検討）



















































































































ウンデッド・セオリー ・アプローチ（grounded theory 
























































































































①登山に必要な装備を理解し、適切に活用することができる。 4.42 0.51 5 41.7% 7 58.3% 0 0.0% 0 0
②登山に適した服装を理解し、行動中に適切に調整することができる。 4.67 0.49 8 66.7% 4 33.3% 0 0.0% 0 0
ペ スー配分・休憩
③適切な歩行ペ スーを理解し、地形の変化に合わせて調整することができる。 4.00 0.60 2 16.7% 8 66.7% 2 16.7% 0 0
④適切なタイミング、適切な時間で休憩を取ることができる。 4.17 0.72 4 33.3% 6 50.0% 2 16.7% 0 0
⑤休憩中にすべきことを理解し、実践できる（補給、衣類調整、ナビゲーション）。 4.42 0.67 6 50.0% 5 41.7% 1 8.3% 0 0
⑥登山に適した食事、行動食を理解し、適切に摂取することができる。 4.33 0.65 5 41.7% 6 50.0% 1 8.3% 0 0
⑦登山中に必要な水分量を理解し、適切に摂取することができる。 4.42 0.67 6 50.0% 5 41.7% 1 8.3% 0 0
行程管理
⑧ガイドマップの情報からトータルの行動時間を算出することができる。 3.83 0.94 3 25.0% 5 41.7% 3 25.0% 1 8.3% 0
⑨ガイドマップのコ スータイム以内で快適に歩くことができる 3.42 0.79 1 8.3% 4 33.3% 6 50.0% 1 8.3% 0
ナビゲーション
⑩登山中に活用できる地図記号を理解している。 3.42 0.79 1 8.3% 4 33.3% 6 50.0% 1 8.3% 0
⑪地形図上で、ピー ク・尾根・谷の判別ができる。 3.50 0.67 1 8.3% 4 33.3% 7 58.3% 0 0
⑫地形図を用いて行程の特徴（距離・方向・地形・目標物など）を把握できる。 3.42 0.79 1 8.3% 4 33.3% 6 50.0% 1 8.3% 0
⑬地図を整置（正置）して活用することができる。 3.33 0.78 1 8.3% 3 25.0% 7 58.3% 1 8.3% 0




















































①カヤックに必要な装備を理解し、適切に活用することができる。 4.58 0.51 7 58.3% 5 41.7% 0 0 0
②カヤックに適した服装を理解し、行動中に適切に調整することができる。 4.50 0.52 6 50.0% 6 50.0% 0 0 0
基礎技術・漕艇技術
③環境に応じて安全にカヤックへの乗り降りができる。 4.58 0.67 8 66.7% 3 25.0% 1 8.3% 0 0
④フォワードストロークを用いてカヤックを直進させることができる。 4.33 0.65 5 41.7% 6 50.0% 1 8.3% 0 0
⑤スウィー プ・リバ スースウィー プストロークを用いてカヤックを回転させることができる。 4.08 0.67 3 25.0% 7 58.3% 2 16.7% 0 0
⑥ドロー・スカーリングでカヤックをサイドスリップさせることができる。 3.58 0.79 1 8.3% 6 50.0% 4 33.3% 1 8.3% 0
⑦流水（犀川程度）でフェリーグライドができる。 3.83 0.72 2 16.7% 6 50.0% 4 33.3% 0 0
⑧流水（犀川程度）でエディキャッチ・ピー ルアウト（ストリームイン）ができる。 3.92 0.67 2 16.7% 7 58.3% 3 25.0% 0 0
安全技術
⑨沈をした時に適切にセルフレスキューの態勢を取ることができる。 4.17 0.72 4 33.3% 6 50.0% 2 16.7% 0 0
⑩川の特徴とそこに潜むリスクを把握することができる。 4.08 0.90 4 33.3% 6 50.0% 1 8.3% 1 8.3% 0
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